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まえがき

長い年月にわたって人々の糧となり，その生活，文化を支えてきた各地域独特の作物

在来品種は近代的な農業の発展とともに急速に姿を消しつつある。また，地球的規模で

の環境悪化が国際的な論議の対象にされるようになった。このような栽培植物，野生植

物にみられる遺伝的侵食の危機を回避し，植物遺伝資源を広範囲に収集・保存・評価す

る事は緊急な課題である。植物遺伝資源の研究は，過去から現在にいたる作物進化の道

程を明らかにし，作物育種の場で積極的に有用遺伝資源の将来利用の可能性を探るとい

う，基礎から応用に至る幅広い分野において一段と重要性を増している。

農業生物資源研究所では，昨年度センターバンク（生物遺伝資源管理施設）が稼動を

開始し，今年度，イネ隔離栽培のための導入遺伝資源検定温室が新たに建設された。こ

の施設はわが国のイネ導入事業の中心となるもので，外国産イネの導入が一層促進でき

る体制が整ったといえる。このように植物遺伝資源の導入・保存のハード面は充実しつ

つある。

今年度も，農林水産ジーンバンク事業のひとつとして，国内・国外において種々の作

物の探索が行なわれ，貴重な遺伝資源が収集された。国内では，豆類，雑穀，カキ，野

生ダイズ（ツルマメ），ナスなどわが国固有の在来種，野生種の探索収集がおこなわれ，

その調査報告が寄せられた。国外では， Medicago属牧草（アルゼンチン），ッツジ，ユ

リ（ネパール），イネ（インドネシア），サトウキビ，茶，桑（インド）の探索が実施さ

れ，現地研究機関の協力をうけて，大きな成果をあげることができた。とくに，国外で

の探索活動では，現地研究機関，研究者の協力なしには思うような収集実績をあげられ

ない。各探索隊の活動に暖かいご支援ご協力をくださった現地の研究機関および研究者

に感謝したい。

農林水産ジーンバンク事業の一環として刊行されてきた「植物遺伝資源探索導入調査

報告書」も本報告書で 5冊目となるが，新たに英文による表題，著者名，摘要を加え，

海外からの問い合わせに対応できるものとした。

最後に，国内，国外で探索調査され，原稿を寄せられた方々に感謝するとともに，こ

の報告書が国内外の関係者に研究資料として有効に利用されることを希望している。

平成元年11月

遺伝資源第一部長

鈴井 孝仁
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